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町
の
お
金
は

　
　
　
ど
う
使
わ
れ
た
？

令和４年度

決 算

《会計別の決算》
　 収　　入 支　　出 差引残

一 般 会 計 89億4,124万7,832円 84億3,577万3,355円 5億547万4,477円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 18億4,159万8,617円 17億8,817万241円 5,342万8,376円
介 護 保 険 22億9,887万7,971円 22億535万6,413円 9,352万1,558円
後期高齢者医療 1億9,403万4,122円 1億9,327万3,985円 76万137円
下 水 道 6億445万9,325円 6億445万9,325円 0円
坂下東第一地区
土地区画整理事業 2億28万6,438円 2億28万6,438円 0円

農業集落排水事業 6,435万271円 6,435万271円 0円
水道事業
会　　計

収益的収支 4億9,823万3,570円 4億6,916万7,740円 2,906万5,830円
資本的収支 6,998万9,900円 1億5,089万7,074円 （※）▲8,090万7,174円

※不足額は消費税や留保資金等で補てんしているため、会計全体としては黒字とみなします。

第３回定例会は、８月31日から９月13日までの14日間の会期で開催しまし
た。令和４年度の決算審査では、特別会計を含む８つの決算を認定しました。
このうち一般会計は、新型コロナウイルス感染症対策関連事業の予算措置が
減少したことや、坂下厚生病院建設負担金事業が令和３年度限りだったことか
ら、歳入、歳出とも前年度から大きく減少しました。

一般会計

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

町税
19％

地方交付税
36％

総務費
19％

教育費
11％

公債費
15％

民生費
24.4％

土木費
10％

寄付金 4％ 繰越金 4％

その他
9％

国庫
支出金
12％

県
支出金
8％

議会費 1％
農林水産費 6％

衛生費 7％ 商工費 2.4％

消防費 4％

災害復旧費
0.1％

労働費 0.1％

町債 2％
その他 6％

自主財源（36％） 依存財源（64％）

歳入合計　89億4,124万7,832円

歳出合計　84億3,577万3,355円
（%）

（%）医療や介護、子育てなど
福祉に使われたお金です。

借り入れの返済金です。
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①財政力指数 0.37（昨年 0.37）
予算のうち、どのくらいを自前の税収で

賄えているかを表します。この指数が高い
ほど財政力が高いことを示しています。

②経常収支比率 85.1（昨年 83.2）
人件費など毎年かかる固定費の割合。数

値が低いほど政策的に使えるお金が多いこ
とになります。

③実質公債費率 10.3（昨年 11.0）
一般会計が負担する借金返済費用の割

合。数値が高いほどほかの事業にあてる財
源を圧迫することになります。

④将来負担比率 36.6（昨年 49.1）
将来支払っていく可能性のある負担額等

の現時点での残高の割合。数値が高いほど
今後の財政を圧迫する可能性が高いことに
なります。

会津坂下町は、大きな伸びを見せた昨年度に
続き、令和４年度は３億７千万９千円と過去最
高となりました。

・ふるさと納税事業
� １億7,210万円
　　　返礼品や運営サイトへの委託料等

・電気・ガス・食料品等
　価格高騰緊急支援事業
�  7,115万円
　（住民税非課税世帯等への給付）

・新型コロナウイルス対策事業　
� ２億6,400万円
　◎主な事業
　・ばんげ応援商品券配布事業

 （全町民に商品券を配布）
・みんなのトイレ整備事業　2,425万3千円
 （坂下南小前みんなのバス停となり）　　

　　

・ばんげ生活応援券配布事業
 （全町民に燃料券を配布）
・物価高騰対策支援事業
 （町内事業者への支援金）
・肥料・飼料高騰対策農業者支援事業

・重要文化財
　旧五十嵐家保存修理工事
� 3,135万2千円
　（指定文化財保存調査事業）　 　

　

令和４年度の
主な事業ふるさと納税

さらに

財政を見る
４つのポイント

会津坂下町への寄付額の推移は？

0

1

2

3

4

R4R3R2R1H30

（億円）

3億7,000万

2億6,264万

4,843万3,257万2,963万
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た
ば
こ
税
増
の
原
因
は

Ｑ
．
た
ば
こ
税
は
年
々
減
っ
て
い
た
が
、

増
と
な
っ
た
原
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
．
坂
下
厚
生
総
合
病
院
と
隣
の
商
業

施
設
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
、
通
勤
途
中
に
コ

ン
ビ
ニ
等
で
購
入
す
る
方
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
分
析
は

Ｑ
．
過
去
最
高
と
な
っ
た
が
、
内
容
の

分
析
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
純
粋
に
町
を
応
援
と
い
う
方
よ
り

は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
感
覚
で
寄
付
を
さ

れ
る
方
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
ビ
ー

ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
高
額
の

寄
付
を
さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
今
後
も
返
礼
品
の
開
拓

を
進
め
、
金
額
に
関
係
な
く
寄
付
さ

れ
る
方
の
想
い
を
大
切
に
し
て
い
き

決算特別委員会
赤城　大地
委員長

酒井　育子
副委員長

た
い
と
考
え
ま
す
。

納
税
組
合
の
今
後
は

Ｑ
．
組
合
員
の
高
齢
化
も
進
み
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
も
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
今

後
の
方
向
性
は
。

Ａ
．
各
地
区
の
自
主
的
な
活
動
で
あ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
で
も
あ

り
ま
す
。
組
合
員
の
方
々
と
の
相
談

が
必
要
で
す
が
、
町
と
し
て
は
存
続

し
て
い
く
考
え
で
す
。

防
災
メ
ー
ル
の
範
囲
拡
大
を

Ｑ
．
消
防
団
員
へ
の
指
令
な
ど
を
伝
え

る
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
一
般
町
民
向
け
に
広
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

Ａ
．
一
般
町
民
へ
広
げ
る
た
め
に
は
、

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
情
報
伝
達
の
方
法

の
一
つ
と
し
て
、
安
価
に
で
き
る
方

法
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
の
路
線
図
設
置
を

Ｑ
．
現
在
の
バ
ス
路
線
は
複
雑
で
分
か

り
に
く
い
。
大
き
な
待
合
所
に
路
線

図
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
関
係
者
が
集
ま
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
や
バ
ス
を
利
用
す
る
方
々
に

意
見
を
聞
き
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
づ
く
り
交
付
金
の
使
い
道
は

Ｑ
．
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
交
付
金
だ
が
、
今
後

の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
。

Ａ
．
昨
年
度
か
ら
７
地
区
に
50
万
円
ず

つ
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
と
し
て

交
付
し
ま
し
た
。
執
行
率
は
平
均
す

る
と
40
％
ほ
ど
で
あ
り
、
地
区
の
戸

惑
い
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
長
会
議
な
ど
で
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
、
各
地
区
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
大
賞
委
託
料
増
の
可
能
性
は

Ｑ
．
商
工
会
Ｏ
Ｂ
に
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
出
品

す
る
作
品
制
作
を
委
託
し
て
い
る
が
、

委
託
料
を
増
額
す
る
よ
う
な
考
え
は

あ
る
の
か
。

Ａ
．
実
際
ど
の
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る

の
か
相
談
し
、
町
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
や
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
あ
ま

り
に
委
託
料
と
し
て
増
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
直
接
町
で
制
作
す
る
こ
と
も

検
討
し
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

Ｑ
．
現
在
の
鶴
沼
球
場
以
外
に
、
募
集

を
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
庁
内
で
可
能
性
の
あ
る
施
設
等
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

野
生
有
害
鳥
獣
は
広
域
で
の
対
策
を

Ｑ
．
地
区
ご
と
に
対
策
を
行
い
効
果
も

出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
広
域
的
に
町

を
超
え
た
対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
具
体
的
に
町
を
超
え
て
他
町
の
行
政

区
と
直
接
調
整
す
る
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
担
当
者

間
で
は
連
携
が
必
要
だ
と
の
共
通
認

識
は
持
っ
て
い
ま
す
。

旧
糸
桜
里
の
湯
の
管
理
に
つ
い
て

Ｑ
．
今
後
の
町
と
し
て
の
管
理
は
。

Ａ
．
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
ま

す
。
売
却
を
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
費
用
が

か
か
ら
な
い
方
法
で
管
理
し
て
い
き

ま
す
。

決算特別委員会を開き、令和４年度の事業を審査しました。
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仙
波
代
表
監
査
委
員
と
青
木
監
査
委

員
に
よ
り
10
日
間
に
わ
た
り
決
算
審
査

が
行
わ
れ
、
８
月
25
日
に
町
長
に
意
見

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
〉

財
政
再
建
は
短
期
的
に
問
題
解
決
が

望
め
る
も
の
で
な
く
、
引
続
き
長
期
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
施

策
・
手
法
を
慎
重
か
つ
、
大
胆
に
見
極

め
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
の
中
に
あ
っ
て
も
、
最

大
限
の
工
夫
を
も
っ
て
町
民
満
足
度
と

財
政
再
建
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
両
者
の
均
衡
を
図
り

な
が
ら
町
民
に
不
安
を
与
え
な
い
行
財

政
運
営
を
希
望
し
ま
す
。

町長へ意見書を提出

監査委員より 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
料
は
市
町
村
で
差

が
あ
る
。
適
正
な
保
険
料
を
ど
う
考

え
る
か
。

Ａ
．
令
和
11
年
に
保
険
料
は
県
で
統
一

さ
れ
ま
す
。
統
一
ま
で
保
険
料
が
急

激
に
上
が
ら
な
い
よ
う
運
営
し
て
い

き
ま
す
。介

護
保
険
特
別
会
計

Ｑ
．
今
後
の
保
険
料
の
傾
向
は
。

Ａ
．
次
期
改
定
の
保
険
料
も
、
現
在
の

保
険
料
を
維
持
し
て
い
く
考
え
で
す
。

坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

Ｑ
．
区
画
整
理
の
手
法
と
し
て
、
も
っ

と
予
算
を
投
入
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
．
所
有
者
と
の
協
議
が
必
要
な
事
業

で
あ
り
、
予
算
を
投
入
す
れ
ば
進
む

わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ
．
水
道
メ
ー
タ
ー
を
一
人
暮
ら
し
の

方
の
見
守
り
に
利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
見

守
り
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
果
を
踏
ま
え
普
及
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

討

使われ方をチェック

〜一般会計決算〜論
ふるさと納税の増収は、知恵と足

で稼いだ賜物であり、今後もすそ野
を広げられるよう期待する。各地区への交付金
は、地域課題の解決に取り組んだもので、地区
要望にも工夫しながら進めている。新庁舎建設
は民意を反映し、執行分は町づくりの大きな投
資であったと評価する。� （渡部　正司 議員）

実質収支額が４億 6,319 万９千円
の黒字になった。歳入では、自主財

源の大元である町税収入が、前年度より増加し
徴収率を高い水準で保ったこと、歳出では、物
価高騰の影響を負担軽減する為「会津坂下町生
活支援事業」を実施するなど、的確に執行され
た結果だと考える。今後も適切な予算執行に努
め、尽力されることを期待する。
� （目黒　克博 議員）

財政健全化が課題の中、歳入では
ふるさと納税が前年度比 1 億 737 万

2 千円増の 3 億 7 千万 9 千円となり、これは県
内でも上位の納税額であり、創意工夫の賜物で
ある。歳出では、各担当部署で必要な事業を見
極め、的確に各種事業が執行された。今後も創
意・工夫・協働のまちづくりによる各種政策・
施策を進めることを要望する。
� （蓮沼　文明 議員）

新庁舎位置を厚生病院跡地に候補
地としたいと２月に発表、その後地区

懇談会開催を経て、結果撤回となった。混乱の原
因は、前町長時代の議決を継承しない決断をした
町長にある。混乱がなければ今頃は新庁舎の概
要などが示されていただろう。大事業を混乱させ
た責任は極めて重い。� （五十嵐　一夫 議員）
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件  名 請 願 者 紹介議員 結 果

第４号 地方財政の充実・強化を求める意見
書提出請願書

日本労働組合総連合会福島県連合会
両沼地区連合会

議 長　青木 和久
小畑　博司 採 択

第５号
国民皆保険制度の象徴でもある
現行の健康保険証の存続を求める
請願について

会津の大地と健康を守る会
代 表　千葉 親子 佐藤　宗太 採 択

討
〜坂下東第一地区土地区画整理事業

特別会計決算〜

〜請願第 5号に
対する討論〜　

【請願の内容】
１、国民皆保険制度の象徴でもある現行の
健康保険証の存続をすること。

２、現行の保険証とマイナ保険証の選択制
を尊重すること

論 南幹線と高田街道の交差点西北地
の整地工事は、宅地目的の工事と思慮する。畑
としての機能で換地するなら、擁壁は必要ない。
所有者が必要とするなら、自己の費用であるべ
き。宅地化を考慮しての工事なら、農地法に抵
触。行政自らが法に抵触まがいの事業執行をし
てよいのか。� （五十嵐　一夫 議員）

主旨は理解する。トラブルがたく
さんあったことも知っている。しかし、この
国のデジタル化、DX 化への道は本筋・方向
性としては間違っていないと思う。逆行して
はいけない。

来年の秋まで 1 年以上もあり、日本人の英
知と努力で推進していただきたい。
� （山口　享 議員）

国はこれから迎えるデジタル社会
により、国民がその恩恵にあずかれるように
目指していると私には映る。デジタル社会で
は、マイナンバーカードは保険証に限らず、
普及していくことは必定で避けて通れない。

混乱もあり趣旨採択が相応しい。
� （五十嵐　一夫 議員）

請願書における批判は政府および
自民党のやり方への批判であって、マイナン
バーカードを健康保険証として使用すること
そのものについての賛否はこれと切り離して
考えなければならない。国保が県において統
合されることなどに鑑みると、健康保険証の
マイナンバーカードへの移行は一定の利便性
の向上を認めるものである。
� （赤城　大地 議員）

マイナンバーカードの取得自体は
申請主義で任意なのに、国民皆保険の下での
健康保険証を一方的に廃止し不利益を生じさ
せることは認められない。国民皆保険制度の
下で守られている国民の命と健康が脅かされ
る。現行の保険証は存続すべき。
� （横山　智代 議員）

マイナンバーカードを作りたくて
もできない方もたくさん存在する。マイナ保
険証との選択であればなんの問題もない。ま
してマイナ保険証以外での受診は負担を増や
すなどまるでペナルティであり差別といえる。
ひとりも取り残さないＳＤＧｓの考えからも
有り得ない。
� （小畑　博司 議員）

請 願
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氏　名 任　期 結　果　

教 育 委 員 会 委 員 戸
と
谷
だに
　麻

ま
理
り
 さん 令和５年 10月１日～

令和９年９月 30日 賛成全員で同意

人 権 擁 護 委 員
春日　芳則 さん 令和６年１月１日～

令和８年 12月 31日
議会の意見書を付け、
法務省に推薦藤田　義則 さん

会　　計 補 正 額 補正後の額 主な補正内容

一 般 会 計（第３号） 2億 7,374 万 9千円増 83億 7,041 万 3千円

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険（第２号） 700万 7千円減 18億 1,718 万 3千円

本算定によるもの等介 護 保 険（第２号） 4,508 万 2千円増 23億 9,858 万 5千円

後期高齢者医療（第２号） 4万 9千円減 2億 492万 4千円

下 水 道 事 業（第２号） 2,272 万 5千円増 6億 6,045 万 2千円 公営企業会計システム
導入によるもの等農業集落排水事業（第２号） 17万 1千増 6,706 万円

水 道 事 業 会 計（第 2号）
収 益 的 支 出 105万円増 4億 6,082 万 8千円 あらたな消火栓設置に

伴うもの等

人 事 案 件

補 正 予 算

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目
黒　
克
博

蓮
沼　
文
明

物
江　
政
博

赤
城　
大
地

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

青
木
美
貴
子

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

酒
井　
育
子

小
畑　
博
司

水
野　
孝
一

認定第１号　令和４年度会津坂下町一般会
計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議
長

認定第６号　令和４年度会津坂下町坂下東
第一地区土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
議
長

請願第 5号　国民皆保険制度の象徴でもあ
る現行の健康保険証の存続を求める請願
について

× ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○
議
長

発委第 6号　国民皆保険制度の象徴でもあ
る現行の健康保険証の存続を求める意見書 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○

議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません

私はこう判断！
賛否の分かれた議案

決算認定の他、町長報告３件、人事案件３件、条例１件、その他２件、
補正予算７件が提出されました。また、最終日には議員提出議案２件
が追加提出され、その全てが、可決・同意・認定されました。

一般会計では行政区要望による道路反射鏡の新設や道路整備工事、新館
区の消火栓新設、寄付金を活用した教育用品等の購入やばんげひがし公園
の遊具設置などの費用が計上されました。

令和５年度

第３回定例会


